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業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績動向を踏まえ、平成23年３月16日に公表いたしました平成24年１月期（平成23年２月１日～平成24年１

月31日）の第２四半期（累計）個別業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。  

 

記 

 

平成24年１月期 第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正(平成23年２月１日～平成23年７月31日) 

修正の内容                                

  営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

３９，０００

百万円

▲４０

百万円

▲４０

百万円 

▲３８０ 

円  銭

▲５５．６５

今回発表予想（Ｂ） ３９，５９４ ２２０ ２１６ ▲２７９ ▲４１．００

増減額（Ｂ－Ａ） ５９４ ２６０ ２５６ １０１ ― 

増減率（％） １．５ ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

平成23年1月期第２四半期 ３７，８０７ ▲１６２ ▲１６６ ▲１６１ ▲２３．６７

 

修正の理由 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、営業収益は「マックスバリュ」業態での立地特性に合わせた店舗改

装や価格競争力を強化した「ザ・ビッグ」業態が順調に推移したことにより当初予想を上回る見込みとなりました。 

また、営業利益と経常利益では上記の理由に加え、東日本大震災の影響のため当第２四半期累計期間で計画してい

た店舗改装、業態転換が第３四半期以降にずれこみ設備投資等の経費が当初計画よりも下回り、その結果、当初予想

よりも営業利益は２億60百万円、経常利益は２億56百万円上回る見込みとなりました。当期純利益は、店舗改装、業

態転換に伴う固定資産の除却等の費用が第３四半期以降にずれこんだこと等により当初予想よりも１億１百万円改

善する２億79百万円の当期純損失の見込みとなりました。 

なお、通期業績予想につきましては、東日本大震災後の消費への影響や第３四半期以降の改装、業態転換を勘案し、 

平成23年３月16日に公表いたしました平成24年１月期の業績予想に変更はありません。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき算出したものであり実際の業績は今後様々な要因により予想数値と 

異なる可能性があります。 
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